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703A形日立酵素反応速度測定装置

703A形日立酵素反応速度測定装置

は,血清中に存在するGOT,GPT,

LDHなどの各種酵素や､血糖,コレ

ステロールなどの量を日動的に分析しこ
各椎疾病の診断,程度のは捉に子迂だて

る装置である(図1)｡

本装置は分析i去として,酵素を用い

て反応させ､単位時間当たりの変化量

を直接測定することによって芥椎酵素･

成分を定量する酵素反1心細速度盲去(レ

ーーート･アッセイ法)を採f‡iLているほ

図1 703A形日立酵素反応速度測定装置

か,比色分析(エンド･ポイント法)も

すべて自動化している｡

また,用手法で反応･発色させた溶

液も試験管のままで自動比色測定でき

るなど,′トまわりのきく自動分析装置

とLて注目を集めている亡〕

1.主な特長

(1)血i舌をサンプラにセットし,スタ

ートボタンを押すだけでi則完結果は自

動的にプリ ントアウトされる｡

(2)二波長測光‾方式を採用しているグ)

で,共存成分や濁r)の岩手響が少なくjt

確な測定ができる｡また試験管がその

ままゴ則完三セルとして使用できる｡

(3)ピぺッタ(分柱器)を3組み備えて

Jjリ,ボタン操作だけで測定項目の切

換えが簡単にできる｡

(4)1試薬法,2試薬法が共に適用で

きる｡

(5)酵素反に㌫初速度法,比色法日動分

析及び比色i則走の3モードの使い分け

が,ボタン操作だけで簡単に切放えが

できる｡また血清の分取や試薬のi恭加

表l 主な仕様

項 日 仕

測光方式

多三皮長光度言十による二三虔長三則光

方式

試買貪管直音妾7則光方式(市販試葛奏

管イ重用)

測定三皮長(nm)
340,376.4=5,450.480,505

546,570.600,660,700,850

サンプラ
フレキシプノレチェーン方式

.一度に40検体をセット可肯巨

恒温そう(□C)

表 示

フ凸リンタ印字

処王里能力

水･恒;息そう

30,37 ±0.t

テ′ィジタル表示4けた,

サンプルNo.3けた,

エラーマーク印字

酵素反応初1嚢度法:

60秒,120秒/検体又はエンサ

イムカリキュレーク(特別附

属晶)による自動コントロール

上ヒ色王墓自動分析:

30秒,60秒/検体

上ヒ色)則定:

7.5秒/手鼻体

など,一半自動分析装置としても利ffヲで

きる｡

2.主な仕様

主な仕様を表1にホす｡

(臼カニ製作戸斤 計1別器事業部)

血i夜検査装置｢ハイスタット700形+

生化学自動分析装i苛の急速な普及に

より,最近,病院や検_在センタl-での

′生化学検査の自動化,省力化は飛躍的

に向上したが,検茶結果の報告までに

時間がかかり,糖尿病での血糖や尿毒

症での尿素窒素などの緊急検束を簡単

に行なえる安価な装置が要求されるよ

うになった｡

｢ハイスタット700形+はこう した要

求にこたえるもので,血浦中に布衣二す

る成分を分析して,柄気の迅速で的確

な診断,程度のは握に役だてることが

できる(図1)｡

1.主な特長

(1)エンドポイント法,キネテイクス

法を併用して10項目のi則定が約10分で

で､きる｡

(2)項目選択,零調撃及び感度調繁を

自動的に行なうので,だれにでも簡単

に操作できる｡

(3)試薬はあらかじめキュベット(測

定用試料谷器)に封入されており,しか

も分析操作が統一されているので,分

注作業が簡単になり操作ミスも防げる｡

(4)二波長測光法を抹用しているので,

濁り,溶血及びどリルビンの影響がl;うミ

かれ,測定佃をより正確にする｡

2.主な仕様

_i二な仕様を表1に示す｡
(臼_仁製作所 計1則器事業部)

表l 主なイ士様

図l 血う夜検査装置｢ハイスタット700形+

項 自＼-----､__二分析法.
エ ン ド ポ イ ン ト ン去 キ ニネ テ イ ク ス ン去

総たん白,アルブミン,総ビリルビン, GOT,GPT,L[)H,CPK,HBD,

検査項日 血糖,コレステロール.尿素窒素,力 アノレカリフオスファクーゼ

ルシウム,ヘモグロビン.TTT,ZTT

血)青11(〟り
1 50 50

反応時間(汀1irl)

反応温度ぐC)

10 5

37 37

滑+走)皮長(nm) 540/600 340/380

7則定時間(s)
20

二波長測光)去

30

測う七万式 二ま皮長測光う去

表 示

消費電力

ニ農度イ直 3けた,テーィジクル表示 国際単イ立 3けた.テごィジクル表示

100V 2.5A

寸 う去(cm)

軍l(kg)

中音50×奥手子43.7×高さ20

2了

フ主:TTT==チモール混濁談琶奏,ZTT=硫酸亜鉛フ昆濁試写痍,GOT=グルタミン酉空オキサロ酢酉変トランスアミ

ナーゼ,GPT=グルタミン較ピルビン酸トランスアミナーゼ,LDH=乳酉那免水素西考案,CPK=クレア

チンフォスフォキナーゼ,HBD二α-ヒドロキシ酉各酉安月見水素酵素
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学童心臓病スクリーニング装置

近年,学寮の髄康を守り,止しい′仁

泊指導を行なうために!､アニ竜の集団検診

の重要さが認識され,昭和49年僅かノブ

は,｢学校保健法+で羊童生徒れL､臓柄
罵､∨

集円検言今が義務づけられている｡

学寮の心疾患の95%以_1二は心雑詐を

持っていることから心斉田検在が中心

をなL､ほかに心花図横木も行なわれ

ている｡

しかL,対象となる毎午300‾ノJ人も

の学童に対L,二れらグりこ弁在をり三池L,

i言+鈷することは閑雅であり,更にその

川読には高度の習熟が必要であり剖‖]

L袈の数も現状では不足であるrノ

イこ普≡i糾まこのような･制服を打川!ノ∴iJ二

甘くのノ+､臓柄検誇を可能にするた.めに糊

写己されたスクリ=ニング装満であって,

心汗トズl及び心′在団を自動解析L,止瑞･

満と要精根一茶を判別することかできる

(図1)｡

1.本装置の特長

本業市は,プリアンプ,叶偶もユニ‥ノ

ト,引一測判定ユニット,モニターオシ

㌦ぢ訂

㌦､雷熱圏麹野馳1

･a‾脚-+
lノ

鶏

r■ナ

ロスコープ,′lEi悦ユニ･･ノト トランス

デューー十ノ女び付拭-‡‾7-などか⊥-〕成り,佃

仰のユニ･ソトはそれぞれ13kg以卜で

人で持ち述びできる二.

その他,オプションとして捌こわ市布

号,判う立結果を印′i7二する小j｢ラフリンタ

捜しヾ波形をi言+釦いう‾るレコーーダか寸を紙で

きる｡

心｢一汁く=之ひ心ノーに卜てlの処ユニー川う士〔J土すン

ラインリアルタイム処J‡巨であり,心汀

1■祁ま仝誘導を何‖‡に,心ノ,に一女=ま-･誘一;洋

ごとにシ=アル処J二Iiとを打ろ､･っている√=.

亡､デ:市躾団伸治はlニ〃二汀,_｢帥iiiのない休ff

図l 学童心臓病スクリ

ーニング某置(EDS-A)

純などで二実施される暢†ナが多いク〕で,

心計測定時の外米雉市村策とLて,外

米雑‾打除去フィルタ,定常雉‾ft絹ミ去巨fl

上略(ク【ラーなど振幅-一一式三のノイズ)ノ之

び多数り三川定l口川各(ドアの開閉吉など

突発的な古を避けるため)を付加し,

外郎騒芹のために起こる偽陽件を什帥k

しているノ.!､くも特丘の 一つである｡

検iこ`今における人fミ構成は,′受付-一一人,

臨体位杏技師_‾_‾二人,操作恭一一人であり.

二の純戌で二､ド士勺40人/時の処f斬巨力を

持っている｡.

(休上じ仝什lトンニメナイ ニ=

コードレス移動形X線装置

嶋院においてベッドか⊥〕動かすこと

のできない二範柾怒老に対しては,格軋

彬Ⅹ根袋帯を川い,ベlソトサイドでⅩ

維糾岩きすることか比､懲とち･る｡

本装‾置は,礼充子夜不要の釘iバツテり

-を搭俄L,二れを故描きノ女び不多動のた

めグ〕′iはミ原とするもので,収宗主に必要な

図l コードレス移動形×緑装置DHC-121
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卜分のノl二にナノを諾fえて才;り,

ニナビ〔を才ノ1叩い〕‾る±とい二,

グ)引川しも必紫がち-いこ

ク)什‡ナ｢卜が丁せれている

1■土門のX維

iに1頓]-一ト

ビ＼払描壬のl二祭

1.主な特長

(1) -‖肘約8け‡1了1J)ノ)允一Ⅰにで､1一り引｢～】

分(10,000mAs)の榔ポ壬ができる.

(2)500Hzク=.了柑ヒ放で抑制される1モ沌

+.ささ流彬のⅩプ練.【王1プJち･グ)で,lrl二王占い二′托し-

効辛の良いⅩ線が川二⊥■Jれる._.

(3)帯一.にJ‾十‡ほ13フ､÷ソフで准才J-こできる

･ので､希I苧のl叶百ノモク〕Ⅹ維′′jイしが子り=ん､Jれる
(4)パンダグラフJ′〔ゾ‾･よ才柵辻を川いて

し､るので､す､｢/二‾こ‖三りこダ)かてノド観でぁる

(5)口りるい柄1iでグJX維才!椚!川帥巨】.i‡1ヒ

を止確に打ち･えるよう,1mグJ刑場佳で160

lx以_卜のF‡で川て号雌ノ‾J多巾絞りを仙えている′__

(6)バリテり-1`一に淋に′上るr′げ山走行彬

で,前進,綬j吐か【′1イ`l二に打ち･ノラ_る_

2.主な仕様

主ち･什恍を表1にホす

(牡J(三†什 l_トニ′ニノ千‾ィコ

表l コードレス移動形×線装置のイ士様

エ員 目 イ士 ネ美

木島

:仁電用′電+頁

管 電 圧

管 電 i充

高電/≡

発生器

X線管装置

市立 り 装 置

X紙管装置

支 才寺 器

×綿管装置

Cり首幸辰り

充電 日奇問

電動 馬区動

管電圧:120kV

管■竜三荒:120k>･50†‾11A,l=〕k>･

901¶A,100k>+1下･1001†1A

単相支う充:100>

(50Hz･60Hz),0.8>A以上

50
-120kV 13ステッフ

(50---100kVの間5k>ステップ及び

I10ト､>,12Dk>)

120k>- 50rllA(匡1定),l‖)k>

90mA(匡1定),tOOkV⊥1‾下100nlA

(匡1定)

一丁IAs:I---300nlAs 25ステッフ

シリ コン整三充暑音をイ垂岸〕

500Hz全ン虔整ン売方式

∪- 5M-53牙壬

l.Omr†1年点[司季云陽極×練管を収納

Zリー+3TP形,奥羽根イ寸多重絞り

×綿管焦点---フイルムが100crTlで

上‾F動

前後動

力友 回

水平に

ヒの照射ランプ内蔵

50--220crrl(焦点-一床面問)

90
-】38cm(支不主中心-一

葉

点間)

十180度(支ヰ主を中心に)

90度.垂直に七!80度

サボーティ ングホーク回車云I10度

8時間(i過充電隅+上[司岸各イ寸)

高速(3.2knl･′h).低速(卜5km′ノh)及

び子敬遠(0.6kl¶′11)の3段速度前進

後進 二 0.6krn.′ノh

最大登坂角度:7度
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日立シーケンス コントローラ"HSC-100”

終仲虎業の.il帥Fi妄･プラント･機械の

王′1動化のために,シーケン ス;棚卸はIl舶

じこくj‾末り入れられている〔_､

[†1(シーーケンス コントローラ小HSC-

100､■は,リ レーゴ壬諾にPJ二赦するコストと

丁･怖さで松雄な;別御も布端に′メミュ九でき

るよう.設H一された小形シーケン7､二]ン

トローラである｡手碓械1子;のシーーケン

スf川柳から′ト･r‾｢一視f‾ら‡のシーーナンスJliり

御まで過J‖できる.､

】.主な特長

(1)･ソー ウェイ ブログラミング

プログラ ミ ン グはり レー接1】丈f｢11路で

表わすシーケンスJ'司によるラグー｢ダイ

ヤグラムフナ〕ぺと,システムのフローーチ

ャー"トからプログラ ミ ン グできるフロ

ーチャートノノ式の∴とおりこれノノ▲+二(が川

七三されている〔〕

(2)人山カカ数ほ,Ji･上人256点

制御内谷グ)規柁に†ナわせて人川二り′l∴1

数,プログラム メモリ宥巌が州i成でき,

岬設ユニットを2f貨車売品｢托ねるニセに

.よって入｢il力∴■､一二数をム之大256ノ1くまて･'斗り

′′′礫∵

図l 日二立シーケンス コントローラ

"HSC-100''

1子'主できる..

(3)外部とグ‾)･接続か芥玖ち･人=ナノカーート

人=‾ノノブト トは｢い=巾｢-)-フ､トン タワー

接プ紘′†JJ-しニキj■一才川J!ノているプ1)て,シト汚〉;ヒ

･7〕柁糾三かノーニい∴＼/′し′ヂ;弘である.また=

ノJご土2A〇7)どりJfまで市柁即土仙でさる･ニ･一)

でlい桝リ レーーは不墳てある._

2.主な仕様･外観

表1に什仁1三を,図1に外観をホす

(Ⅰトニ･√二｢巨川三叫f輔.■‖-小_-1ゝ三.乍tニ1･

表l 主な仕様

項 目 内 容 備 考

プログラム方式 ストアード ナログラム方式

メ モ リ
‡壷気コア メモリ又は】C

メモリ(PROM)

処‡望遠度.12.8〃S･′ワード

最大2K語

最大2K語

′二＼A壬五
nロTlロロ

入出力点数

ラダー ダイヤグラム方式 ト
二 川種

プロ【チャート方式- 8種

最大 256点

入力カード

出力カート

周囲ざ急便

周囲‡五度

J

lN卜】
lAC′DC,100V,

10nlA

lN+

0UT

OFL

OF卜】

+

J

10しiK

TDC

0､

DC24V,201TIA

AC100･/200＼/,

DC24V,2A

LAd【00J･‾‾■A

い粟揺卑ギブ]主
AC200V,lA

(禦接点出力)

AC100200V,

DC24VZA

(ラッチ出力)

0.卜30s(CRタイマ)

16点 枚

45■■C

20--90チ.=結露なL)l
電源

･1芸道

周1月機器

AClOOV十10?一占､50･■60H∠

ラックマウント形

プログラミングパネル,

ROMライタ,テーフ

リーグ

日立新形ボルテIyクス プロワ(Dシリーズ)

姑一也Jイ三業l界でと亡みに打力化の｢丁りム笥

が収り 卜J_フれているl‾いで,ポルテリク

て プロ｢7は,その持っている砧凧ノー=イ1三

f治に汁i_‾]され｡泣こく子rノJ借覧器の乍1t刑J

‾ノJ源とLてfり川されるようになってさ

たし一 二〝)よ-=二,存分り←fで川う壷グ〕川二j抑

が進むにつれて,肌脱1二化､竹三能ドり卜

化L･り1帥一日十汚のこ女･望rl占が強く守子まれる.上ノう

になってきた.二1Eトー仁吾望作I叶は､二れ一-】ノ

に対処するため,ニグ)ほど芯賛-≡†ミ:グ〕多

しりト一存竜粍柿ポルテlソクス ブロワに/ノ

しゝて新シl卜一て､化キト刈一つた(′図1う

1.構造及び､動作

ポ′レテックス ツ､■ロワグ1怖j立亡.ま,丁-‾7

｢7部,モート′し部ノ之び蝿了■1二;ケ芹糀グ)3J■-;=じ

分かJ)成る｡ブロワ部はt胡流+∵ンフ■■プ)

頃J三11とを1i休に適J‾l‾Jしたもので,ブロr7

ケーシングの巾に約30～50柁グ)++十1上か

⊥1成る羽打い辛がr‾勺J】‡坂きれているLリ女〉1土

｢‡かノブ流人した乍こいま,羽朴川仁仁71遠心

ノJを′受け,渦i允運動しながJ〕,ロ=l■.L

LIに乍るまで口三力卜汁が鵜きり.;蛙される

ため,高風ノモ什能がテリニノ)れる.=.

2.主な特長

(1)■1■ごi吼=ノl･′l三能

多1て‡ダーーーーノ1二､プロ｢_7ぺ+T･∴+油クー.ホープ

アンにIJL摘女r･う‾る1,000′㌧2,000mmAq
〇ノ､)

rl一ごi吼J‾l÷什能かイリこL､Jれるい
(2) ′ト作手･柑Fl;二

一手け之･プ‾ノーニ州ご1川】

が1･い′二.すJ,10

1l巨たF-㌣∵∴て=,る_,

(31帆坊主黄■1'1

】川二川;1

∴ しカlい什墟ごノ‾-′∠､Fガさ

--60kgヒ11古く､ゝヽて′ト什ヱ･

_し一､と･†けち･什川･こと,効り㌔
rり】l†l;一丁さこJ:二い),プロ｢7二けイ】‾ジ‾=イぎわ

′′･.1jJ.脚立il■1二を卜げ､.十色が朱J■jかし

表一 主な標準仕様

′l

回l 日立新形ボ

ルテックス ブロワ

(VB-OI9-D)

4)′;f生似でもいJ一作fiヒが‖JJれる

5)り:モてくt小に川lク‾‾)f′上ノ＼かち､しI

3,仕 様

手軽 車重
電 圧

定 格 値 使 用 可 能 許 容 イ直 慨

騎
重

星

(kg)

∫軋 塁 串 庄 指 圧 ト出 力

(∨) (nlr川】り (nl=A巾 (rllr†1A〔I) (kW)

50ト1z 60Hz 50H∠ 60Hz 50Hz 60H∠ 50Hz 60Hz

卓

相

VB-004S-D 100 200 0.75 l.†5 450 450 950 l′000 0.3 0.4 15.5

VB-007S【D 100 200 l.2 l.7 600 600 l′050 l′200 0.55 0.75 2卜0

相

VB-DO4一口 200 0.了5 卜【5 450 450 950 970 0.3 0.4 13.0

∨ノB-007-D 200 l.2 卜7 600 6DO l.050 l,150 0.55 0.了5 17.0

VB-O19-D 200 卜6 2.5 900 900 l′300 l′500 ll 卜7 33.0

VB-037-D 2口0 2-8 4.5 l.100 l.100 lノ650 l.900 2.0 2,9 57.5
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通勤電車用日立屋根上集中式冷房装置

日立屋根上集中式冷房装置は,昭和

43年に開発以来,国鉄や私鉄の特急,

急行電卓用のほか,通勤電卓用として

も車両の構造及び使用面に多くの利点.

をもつため,多数量産納入してきた｡

今回,私鉄各社向け通勤電卓用標準機

種について,地+F駅乗r)入れを考擬し

て,車外騒音の低減を図るとともに,

従来形よりも電力消費を低i成した改良

形を開発し,昭和51年度より納入し既

に稼動している｡本機は取付部寸法を

従来形と同一にし,車両への取付けの

互換性を持っている(図l)｡

1.主な特長

(1)低騒音(車外)

凝縮フアンの改良によi),車外騒苦

の低減を図った｡冷頼装置の騒音は装

置中央側面よr)1mの位置で従来形よ

-)約7%低減されている｡

(2)低電力消費

冷i束サイクルの改良により,電力消

費量の低i成を図り,従来形に比べて約

10%の低i成が図られている｡

(3)保守答易

冷房装置各部の点検,及び冷却器の

洗浄をはじめとする各部の清掃作業が,

装置を車両に取り付けたままの二状態で

行なえるよう配慮されている｡

(4)不燃構造

装置各部の非金属材料は,交通安全

公害研究所の試験で難燃性,又は不燃

惟に(ナ格した材料が使用されている｡

2,主な仕様

表=二主な仕様をホす｡

(日立製作中 機滝二手葉木部)

表l 主な仕様

項 目 仕 様

形 式 FTUR-550-209シリーズ

t67.4×106J/h†40×103kcaし/り

冷房能力≡(標準条件時)

全 入 力

重 量

外形寸法

約84,6×106+†約23.5kWh)

(標準条件時)

約 850kg

長さ 4′280×幅l′780

×高さ(屋根上)375(mm)

電 ;原!AC200V,三相,60Hz

吏二車1う室二‾‾
ノ令却風量lほOm3/m‥1

区= 通勤電車用日立屋根上集中式冷房装置(FTUR-550-209形シリーズ)

HITAC M-150システム

HITAC M-150システムは,M-180,

M-170,M-160ⅠⅠシステムと同様Mシ

リーズに属するシステムとして開発さ

れ,M-160ⅠⅠの下位機種として位置づ

けられるものである(図1)｡

システム･プログラムとしてはMシ

リーズの_ヒ位機椎でも使われるVO S

(VirtualStorage Operating Sys-

tem)1,VOS2が使われ,外部記憶装

置,入出力装置にもMシリーズの上イ立

表l 処理装置の仕様

項 目 仕 様

主 記 憶

装 置

コンソーノレ

記 憶 容 量

サイクル時間

Lj
示文字数

文 字 種

フーロックマルチ チャネル数

三ヒクサ･チャネルl転送速度

パ√丁子ルホ㌫姦
プレクサ･チャネル 転送速度

蒜蒜表口云哀妄壷
統合通信制御機構 回 線 数

最大IMB

O,82JJS/4バイト

】.920字

l】Z種

｢二〕
､ 2

卜2MB/s

｢一志
885KB/s

8回繚
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も

儀椎と共通なものが使われる｡

1.主な特長

(1)高什能な処理装置

演算回路に高速,高信束別宅を誇るLSI

を採用し,主記憶装置には4Kビ･ソト

のMOSICメモリを採用して価格･性

能比の向上を図っている｡

(2)移行の容易さ

HITAC 8250などの8000シリーズか

らの移行に対し柏々の格行ツールが洞

意されている｡

(3)カードレス･システム

データの人力媒体として従来のカー

1も

区II HITAC

M-150システム

ド,紙テープのほかフロッピー･ディ

スクが使えるようになり,カードレス･

システムの構成が可能になった｡

(4)省プJ化運転

自動電源切断機構,遠隔監視装置,

幣報機構などのも舶巨によr)運転の省力

化が図れる｡

(5)信頼性の向上

LSI,MSIなどの高密度実装技術の

採用,÷貞算回路の二重化などにより信

相性の向上を図っている｡

2.処理装置の仕様

表1に処理装置の主な仕様を示す｡

(日立製作所 コンピュータ事業本部)




